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PICK UP 【令和2年度一般会計決算】
不認定とされた理由は
【特集】
第六次北谷町総合計画基本構想の審査
児童・生徒のアイディアは？
【一般質問】
１２人が登壇！町政を問う！
 【読者からの声】
自分も社会も進化できる絶好の機会

主なCONTENTSCONTENTS

5
Fall
秋号

令和3年11月8日発行
2021年9月定例会2021年9月定例会

会議 HPは
コチラから
Check!



　こ
の
問
題
は
、
本
議
会
や
町
民
が
注
目
を
し
て
い

る
博
物
館
整
備
事
業
管
理
運
営
計
画
修
正
業
務
に
対

し
て
行
わ
れ
、
議
会
の
監
視
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

流
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
も
そ
も
の
問
題
は
一

括
交
付
金
の
特
別
枠
の
獲
得
に
失
敗
し
、
急
遽
計
画

や
補
助
金
を
変
更
し
た
こ
と
。
当
初
予
算
に
計
上
し

た
建
築
修
正
設
計
業
務
の
７
千
万
円
が
ず
さ
ん
な
計

画
と
な
っ
た
こ
と
と
判
断
す
る
。
流
用
の
緊
急
性
に

つ
い
て
真
に
や
む
を
え
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
。
町

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
対
し
て
、
大
事
な
事
業
の

予
算
が
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
議
会
軽
視
に
も
当
た
る
。

　法
令
等
の
違
反
な
ど
重
大
な
問
題
が
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
議
会
と
し
て
こ
れ
を
認
定
と
す

る
こ
と
も
有
り
得
る
。
仮
に
認
定
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
町
の
政
治
的
、
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
総
務
財
政
常
任
委
員
会
の
所
管
分

も
、
賛
成
少
数
で
不
認
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
は

主
体
性
を
持
っ
て
認
定
す
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え

る
。
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
議
会
軽
視
と
あ
っ

た
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
文
化
課
の
管
理
運
営
費

の
流
用
は
計
画
し
て
い
た
事
業
が
執
行
出
来
な
か
っ

た
こ
と
で
、
繰
越
し
に
な
っ
て
い
る
。

PICK
UP!

総
務
財
政

経
済
工
務

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

文
化
課
流
用

６
７
１
万
円
を
再
審
査

コ
ロ
ナ
禍
、

観
光
の
影
響
へ
の
対
応
は

議
会
の
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
す
べ
き

賛成〇　9名
反対× 　８名
賛成多数で

賛成〇　８名
反対× 　9名
賛成少数で
不
認
定
不
認
定

　町長より上程された令和２年度の一般会計及び各特別会計の決算認定について、議　会は三常任委員会に分かれ適切に執行されているか等の観点で各所管課を審査した。
その中で２つの委員会で流用の取扱いが問題視され採決の結果不認定となった。併せ　て対応策を求める決議も可決された。

議会に対する適切な予算執行の

説明責任及び報告を求める決議

認
定
認
定

認
定
認
定

認
定
認
定

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

流 用 の 取 扱  い 問 題 視

法
令
等
の
違
反
は
し
て
い
な
い

　議員

大
浜 

ヤ
ス
子

喜
友
名 

盛
充

議
会
の
目
に
触
れ
な
い
こ
と
が
問
題
　議員

　決
算
に
つ
い
て
討
論
が
あ
り
、
認

定
の
立
場
の
委
員
か
ら
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
所
管
分
に
お
い
て
は
法
令

等
の
違
反
も
な
く
予
算
が
執
行
さ
れ

て
い
る
。
町
の
政
治
的
責
任
や
道
義

的
責
任
が
問
わ
れ
る
事
案
は
な
く
主

体
性
を
持
っ
て
認
定
す
べ
き
と
の
討

論
。　不

認
定
の
立
場
の
討
論
で
は
、
議

会
軽
視
を
否
定
で
き
な
い
。
６
７
１

万
円
の
支
出
が
議
会
を
通
さ
ず
に
執

行
さ
れ
た
。
緊
急
性
が
な
い
状
況
で

あ
り
な
が
ら
も
流
用
を
選
択
し
て
私

た
ち
が
所
管
す
る
企
画
財
政
課
を
通

過
し
副
町
長
、
町
長
決
裁
が
下
り

た
。
執
行
部
と
議
会
そ
れ
ぞ
れ
が
今

回
の
件
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
今

後
、
役
割
を
果
た
す
と
い
う
事
を
踏

ま
え
て
不
認
定
と
し
た
い
。
と
の
討

論
が
あ
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
不
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　観
光
振
興
事
業
費
７
９
２
万
８
千

円
は
35
％
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
観

光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
成

果
に
つ
い
て
、
県
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
が
見
送
り
減
。
こ
れ
ま
で
本

町
は
県
外
、
国
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
実
施
し
て
き
た
が
、
渡
航

禁
止
も
あ
り
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
減
少
し
て
い
る
状
況
と
答
弁
。

　Ａ
Ｉ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ア
プ
リ
等

を
利
用
し
利
便
性
の
向
上
や
集
客
性

の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
と
い
う
委

員
質
疑
に
は
、
検
討
課
題
と
し
て
構

想
や
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
実
際
は

紙
ベ
ー
ス
の
管
理
が
主
で
実
施
で
き

て
い
な
い
。
観
光
Ｂ
Ｉ
Ｇ
デ
ー
タ
の

活
用
が
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
と
答

弁
。
討
論
は
無
く
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　決
算
認
定
に
つ
い
て
委
員
会
の
審

査
後
に
討
論
が
あ
り
、
不
認
定
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
流
用
は
緊
急
時
に

す
る
も
の
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
文

化
課
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
常

茶
飯
事
に
相
当
流
用
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。
町
長
、
副
町
長
ま
で
決
裁

が
あ
る
と
言
う
事
は
、
あ
る
意
味
、

違
法
で
は
な
い
が
組
織
的
に
流
用
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　当
初
か
ら
計
画
を
し
て
当
初
予
算

に
入
れ
て
実
行
す
べ
き
。
町
民
の
税

金
を
町
民
の
目
に
見
え
て
同
意
を
得

な
が
ら
予
算
を
執
行
し
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
管
理

運
営
計
画
修
正
業
務
の
流
用
は
見
逃

せ
な
い
部
分
と
言
う
事
で
今
回
の
決

算
は
不
認
定
と
す
る
。
挙
手
に
よ
る

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
と
な
り
、

委
員
長
の
裁
決
権
に
よ
り
不
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

歳入4億117万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億2,102万円
8億2,996万円
5,781万円
2億374万円

収益的収入 当年度未処分利益剰余
収益的支出
資本的収入
資本的支出

…………
…………
…………
………………

……………

…………
…………
………………
……………

7億7,170万円
6億8,185万円
2億1,792万円
4億31万円

認
定
認
定

認
定
認
定

歳出3億9,790万円歳入36億7,269万円1億1,690万円 歳出36億1,572万円

5：10：29から
スタート

予算の執行に当たっては、当初予算確定後に様々な事情により、追加・変更を

加える必要が生じた場合には、予算執行の原則である補正予算を編成し、議会

での議決を受けることを大前提とすること

１.

定例会ごとに１００万円以上の予算流用及び予備費重用を議会へ報告すること２.

原
案可決
原
案可決

不
認
定
の
立
場

認
定
の
立
場

令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は不認定不認定不認定不認定不認定

主　な　討　論主　な　討　論

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

～予算流用等は  不適切と判断～ 歳入総額201
歳出総額190

億
億

歳入総額201
歳出総額190

億
億 1：51：32から

スタート
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　こ
の
問
題
は
、
本
議
会
や
町
民
が
注
目
を
し
て
い

る
博
物
館
整
備
事
業
管
理
運
営
計
画
修
正
業
務
に
対

し
て
行
わ
れ
、
議
会
の
監
視
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

流
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
も
そ
も
の
問
題
は
一

括
交
付
金
の
特
別
枠
の
獲
得
に
失
敗
し
、
急
遽
計
画

や
補
助
金
を
変
更
し
た
こ
と
。
当
初
予
算
に
計
上
し

た
建
築
修
正
設
計
業
務
の
７
千
万
円
が
ず
さ
ん
な
計

画
と
な
っ
た
こ
と
と
判
断
す
る
。
流
用
の
緊
急
性
に

つ
い
て
真
に
や
む
を
え
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
。
町

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
対
し
て
、
大
事
な
事
業
の

予
算
が
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
議
会
軽
視
に
も
当
た
る
。

　法
令
等
の
違
反
な
ど
重
大
な
問
題
が
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
議
会
と
し
て
こ
れ
を
認
定
と
す

る
こ
と
も
有
り
得
る
。
仮
に
認
定
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
町
の
政
治
的
、
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
総
務
財
政
常
任
委
員
会
の
所
管
分

も
、
賛
成
少
数
で
不
認
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
は

主
体
性
を
持
っ
て
認
定
す
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え

る
。
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
議
会
軽
視
と
あ
っ

た
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
文
化
課
の
管
理
運
営
費

の
流
用
は
計
画
し
て
い
た
事
業
が
執
行
出
来
な
か
っ

た
こ
と
で
、
繰
越
し
に
な
っ
て
い
る
。

PICK
UP!

総
務
財
政

経
済
工
務

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

文
化
課
流
用

６
７
１
万
円
を
再
審
査

コ
ロ
ナ
禍
、

観
光
の
影
響
へ
の
対
応
は

議
会
の
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
す
べ
き

賛成〇　9名
反対× 　８名
賛成多数で

賛成〇　８名
反対× 　9名
賛成少数で
不
認
定
不
認
定

　町長より上程された令和２年度の一般会計及び各特別会計の決算認定について、議　会は三常任委員会に分かれ適切に執行されているか等の観点で各所管課を審査した。
その中で２つの委員会で流用の取扱いが問題視され採決の結果不認定となった。併せ　て対応策を求める決議も可決された。

議会に対する適切な予算執行の

説明責任及び報告を求める決議

認
定
認
定

認
定
認
定

認
定
認
定

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

流 用 の 取 扱  い 問 題 視

法
令
等
の
違
反
は
し
て
い
な
い

　議員

大
浜 

ヤ
ス
子

喜
友
名 

盛
充

議
会
の
目
に
触
れ
な
い
こ
と
が
問
題
　議員

　決
算
に
つ
い
て
討
論
が
あ
り
、
認

定
の
立
場
の
委
員
か
ら
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
所
管
分
に
お
い
て
は
法
令

等
の
違
反
も
な
く
予
算
が
執
行
さ
れ

て
い
る
。
町
の
政
治
的
責
任
や
道
義

的
責
任
が
問
わ
れ
る
事
案
は
な
く
主

体
性
を
持
っ
て
認
定
す
べ
き
と
の
討

論
。　不

認
定
の
立
場
の
討
論
で
は
、
議

会
軽
視
を
否
定
で
き
な
い
。
６
７
１

万
円
の
支
出
が
議
会
を
通
さ
ず
に
執

行
さ
れ
た
。
緊
急
性
が
な
い
状
況
で

あ
り
な
が
ら
も
流
用
を
選
択
し
て
私

た
ち
が
所
管
す
る
企
画
財
政
課
を
通

過
し
副
町
長
、
町
長
決
裁
が
下
り

た
。
執
行
部
と
議
会
そ
れ
ぞ
れ
が
今

回
の
件
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
今

後
、
役
割
を
果
た
す
と
い
う
事
を
踏

ま
え
て
不
認
定
と
し
た
い
。
と
の
討

論
が
あ
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
不
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　観
光
振
興
事
業
費
７
９
２
万
８
千

円
は
35
％
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
観

光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
成

果
に
つ
い
て
、
県
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
が
見
送
り
減
。
こ
れ
ま
で
本

町
は
県
外
、
国
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
実
施
し
て
き
た
が
、
渡
航

禁
止
も
あ
り
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
減
少
し
て
い
る
状
況
と
答
弁
。

　Ａ
Ｉ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ア
プ
リ
等

を
利
用
し
利
便
性
の
向
上
や
集
客
性

の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
と
い
う
委

員
質
疑
に
は
、
検
討
課
題
と
し
て
構

想
や
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
実
際
は

紙
ベ
ー
ス
の
管
理
が
主
で
実
施
で
き

て
い
な
い
。
観
光
Ｂ
Ｉ
Ｇ
デ
ー
タ
の

活
用
が
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
と
答

弁
。
討
論
は
無
く
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　決
算
認
定
に
つ
い
て
委
員
会
の
審

査
後
に
討
論
が
あ
り
、
不
認
定
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
流
用
は
緊
急
時
に

す
る
も
の
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
文

化
課
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
常

茶
飯
事
に
相
当
流
用
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。
町
長
、
副
町
長
ま
で
決
裁

が
あ
る
と
言
う
事
は
、
あ
る
意
味
、

違
法
で
は
な
い
が
組
織
的
に
流
用
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　当
初
か
ら
計
画
を
し
て
当
初
予
算

に
入
れ
て
実
行
す
べ
き
。
町
民
の
税

金
を
町
民
の
目
に
見
え
て
同
意
を
得

な
が
ら
予
算
を
執
行
し
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
管
理

運
営
計
画
修
正
業
務
の
流
用
は
見
逃

せ
な
い
部
分
と
言
う
事
で
今
回
の
決

算
は
不
認
定
と
す
る
。
挙
手
に
よ
る

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
と
な
り
、

委
員
長
の
裁
決
権
に
よ
り
不
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
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収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
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8億2,996万円
5,781万円
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収益的収入 当年度未処分利益剰余
収益的支出
資本的収入
資本的支出

…………
…………
…………
………………

……………

…………
…………
………………
……………
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6億8,185万円
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4億31万円

認
定
認
定

認
定
認
定

歳出3億9,790万円歳入36億7,269万円1億1,690万円 歳出36億1,572万円

5：10：29から
スタート

予算の執行に当たっては、当初予算確定後に様々な事情により、追加・変更を

加える必要が生じた場合には、予算執行の原則である補正予算を編成し、議会

での議決を受けることを大前提とすること

１.

定例会ごとに１００万円以上の予算流用及び予備費重用を議会へ報告すること２.

原
案可決
原
案可決

不
認
定
の
立
場

認
定
の
立
場

令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は令和２年度の一般会計 決算認定は不認定不認定不認定不認定不認定

主　な　討　論主　な　討　論

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

～予算流用等は  不適切と判断～ 歳入総額201
歳出総額190

億
億

歳入総額201
歳出総額190

億
億 1：51：32から

スタート
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第六次北谷町総合計 画基本構想が上程
議会が 審査へ

特集特集
１１

さらに審査時間を
要することから

継続審査！
北谷町のこれからの１０年の基本構想が上程されました。  議会では全議員を委員とした特別委員会を設置し、

第
六
次
北
谷
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
審
査

町民福祉の向上に寄与する計画になって  いるか等の観点で審査にあたりました。
１人から始まる広がる大きな輪みんなで育む北谷町

施　　　策基本目標
主な議員質疑将来像

全体について敢えて構想を掲げる理由は。構想に盛り込まれていない事業が
進められない等、柔軟性に欠ける恐れは。
町民会議の中でも将来１０年間に耐えうるようなキーワードとして目標を定め
ている。この構想があるがために民間の参画等を排除したり、これができない
等はないものと考える。

「１-５国内外交流の推進」について町の子どもたちが外の文化を受け入れるイ
ンプットと同時に子ども達が世界にアウトプットする、発信の部分が将来的に
重要だが議論はあったか。
子ども達の情報発信は教育委員会でオーストラリアとの遠隔事業等を行って
いることから、そちらで検討していくものと考える。

「基本目標２」について障がいがある子への支援や、子どもたちのいじめの問
題など記載がない。どう対応していくのか。
“全ての町民が”との表現の中で、子どもから高齢者を包含している。それぞ
れ関係部署、機関等も含めて考えている。

「３-３水産業の振興」について第５次でも養殖業があったが第６次でも継続し
て取り組むのか。
浜川漁港の新規漁業用施設の整備計画を策定し養殖の方向性を定め準備を
整えていきたい。

４-１「住居環境の向上、町営住宅の適切な管理」について新たな町営団地をつ
くる構想はないのか。
今のところ戸数を増やす、また新築する計画はない。

「５-１子育て支援の充実」について“ 子どもの権利に関する条約 ”の趣旨が
あるが、条約を盛り込むことになった経緯は。
町民会議において“子どもの権利に関する条約”は子ども、大人、また学校
でも広く周知して欲しいとの要望があった。

1-1 平和の推進
1-2 基地問題への対応
1-3 人権の尊重
1-4 ジェンダー平等の実現と多文化共生のまちづくり
1-5 国内外交流の推進

2-1 健康づくりの推進
2-2 地域福祉の推進
2-3 高齢者福祉の推進
2-4 障害福祉の推進
2-5 生活に困難を抱える人の支援
2-6 社会保障制度の周知・相談

3-1 観光業の振興
3-2 商工業の振興
3-3 水産業の振興
3-4 生きがい農業の振興
3-5 跡地利用の推進
3-6 企業立地・起業の促進
3-7 就業者への支援 

4-1 居住環境の向上・町営住宅の適切な管理
4-2 道路・交通ネットワークの充実
4-3 適切な土地利用の誘導・良好な景観の形成
4-4 上下水道の整備
4-5 危機管理
4-6 防犯・交通安全
4-7 消費者保護
4-8 自然環境の保全
4-9 循環型社会の形成と環境衛生の向上

5-1 子育て支援の充実
5-2 幼児・義務教育の充実
5-3 青少年健全育成
5-4 生涯学習の振興
5-5 生涯スポーツの推進
5-6 文化財の保全と文化の振興
5-7 学びのまち・北谷 

(1)住民参加のまちづくり 
(2)情報共有の推進 
(3)コミュニティの育成
(4)効率的・効果的な行政運営
(5)持続可能な財政運営

基本目標１

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本目標５

～平和・基地・人権尊重・男女共同参画～

笑顔でふれあい多文化を
認め合う 平和を愛するまち

Q
A

Q

A

Q
A

Q
A

Q
A
Q
A

～健康・福祉・社会保障～
あなたは北谷の宝です。

～産業・跡地利用・雇用～

多様性と共に新しい今を
創造するまち

～居住・安全安心・自然環境～

まじゅん 未来につなぐ
エコ美らタウン

～子育て・教育・スポーツ・文化～

たのしく ゆたかに たくましく、
やさしく 生きる

5つの基本目標を実現するために
協働のまちづくりと行財政運営

2：59：16から
スタート
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各
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会
の
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に
答
え
ま
す
！

各
児
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徒
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
答
え
ま
す
！

北玉小学校

浜川小学校

北谷第二小学校

桑江中学校

北谷中学校

北谷小学校

各児童・生徒会の アイディアに答えます！
※詳しくは議会HPを検索

考える

前号にて本町の各児童会・生徒会の皆様に「北谷の未来について考える」をテーマ　に様々なアイディアを語ってもらいました。
町執行部から回答がありましたのでご紹介いたします。

特集特集
22

安全な町のため自転車安全教室や講話などを増やせないか。また、海の危 険性をもっと動画やポスターを作って周知できないか。
自転車安全教室は学校や地域からの要望を踏まえて沖縄警察署や沖縄地 区交通安全協会と連携して取組みたい。また、県内で水難事故が多発し
ていることから、「公式ＨＰ」や「公式ＬＩＮＥ」で、海の危険性に関する動画を 紹介するとともに水難事故防止の啓発に努めているところ。

町をもっと明るくするため「ちーたん」をさらに活用できないか。 ちーたんの仲間の募集や、県唯一の観覧車に「ちーたん」を大きく
ライトアップできないか。
より親しみやすい「ちーたん」として活用機会等を拡充し、将来はちーたん になぞらえた新たなキャラクターづくりを研究したい。観覧車ライトアッ
プは現状では難しいが、美浜地区には商業施設が通年でライトアップされ ていることから、商・観光業の関係者に働きかけ、エリア全体の雰囲気
との調和性等を考慮した「ちーたん」の利活用を促進していきたい。

給食環境の改善について。今のトレーは持ちにくく、重い。さらにおかず やご飯を直接トレーに入れている状況。改善は出来ないか。

給食センターの整備計画と共に和食の基本となる食器を手に取り食べるこ とができるよう、汁椀、飯椀、おかず皿を別々にし改善していきたい。

国際理解・外国語の充実のため外国との交流の場を設けることはでき ないか。
現在、「ハワイ短期留学派遣事業」を実施。夏休み期間を利用し、ハワイで の語学研修やホームステイ、現地の北谷嘉手納町人会との交流など、
国際性豊かな人材育成に取組んでいる。

新たな観光スポットができれば観光客に町の魅力をより一層知ってもら えるのではないかと考えるが所見は
「北谷城跡(ちゃたんじょうあと)」が新たに国史跡に指定された。非常に潜 在能力の高い、神秘的なグスクだと思われる。 発掘調査をしながら公開
活用し、多くの人々に北谷城跡を知ってもらうよう努めたい。

自給自足ができる様な土地活用やゴミのエネルギー化等の取り組みは。
本町内から集められたごみは一部ごみを燃やし発電、エネルギー化が行わ れている。また、ごみ処理場が主催している「くらはまリユース市」では
収集された粗大ごみの中から再利用できる物を町民、市民へ無償提供して いる。

Q

A

Q

A

Q
A

Q
A

Q
A

北谷の未来について

Q
A
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本町内から集められたごみは一部ごみを燃やし発電、エネルギー化が行わ れている。また、ごみ処理場が主催している「くらはまリユース市」では
収集された粗大ごみの中から再利用できる物を町民、市民へ無償提供して いる。
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A

Q
A

Q
A

Q
A

北谷の未来について

Q
A
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米軍普天間基地所属の垂直離着陸輸送機MV２２オスプレイからの落下事故に対する
抗議決議・意見書
米軍属による強制性交等未遂事件に対する抗議決議
米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議・意見書
PFOS等を含む汚染水を公共下水道へ放出したことに対する抗議決議・意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容

デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成
を図るための関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
関係法令の一部改正に伴う改正 住民票謄本及び課税所得証明書について世帯人数に

関わらず一律の手数料とする改正

北谷町固定資産税の課税免除に関する
条例の一部を改正する条例 北谷町手数料条例の一部を改正する条例

北谷町防災会議条例の一部を改正する条例

コロナ禍のもとで子どもたちおよび女性の健康と学
習権を守るため、学校等公的施設のトイレに生理用品
を配備し、その予算化を求める要請

「運転代行業者への事業継続緊急支援措置」
について（陳情）

超高齢化社会にチャレンジするシルバー人
材センターの決意と支援の要望

地元産品奨励及び地元企業優先使用につい
て（要請）

公営住宅の入居に保証人を不要とする条例
改正等を求める陳情書県産品の優先使用について（要請）

12歳以上の新型コロナワクチン接種に関す
る陳情書

インボイス制度（適確請求書等保存方式）
の導入中止を求める陳情書及び意見書

●

●

●

●

●

（法149①） 直接請求の場合
（法74①）（法112①） （法109⑥）

公益社団法人沖縄県工業連合　沖縄県 JIS 協会
沖縄県酒造組合　沖縄県商工会連合　沖縄県商工会議所連合

一般社団法人沖縄県運転代行ビジネス協会

北谷町商工会

沖縄県商工団体連合会

新日本婦人の会沖縄県本部

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会
公益社団法人北谷町シルバー人材センター

沖縄県司法書士会

こどものちゅら未来を考える会　地域でワクワクする会

デジタル社会形成整備法施行に伴う 3条例の引用規定の改正 防災会議の効果的な運営等の推進を図る為、委員区分と人数等を改正
北谷町生活応援給付事業（収入の減少等、生活困窮世帯） ………
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（ひとり親世帯以外） …
放課後児童クラブ公的施設整備事業 ………………………………

3,469万8千円の増
3,870万3千円の新規計上
4,201万3千円の増

の増
の増
の新規計上
の新規計上
の増
の減
の増

1,650万円 5億1,424万円補正後の資本的支出額補正額

管路の更新計画策定のための基礎調査業務に係る事業費、上勢頭中継ポンプ場改築事業に
係る事業費がそれぞれ増となった。

（第 3 号）
（第 4 号）
（第 3 号）
（第 4 号）

主な歳出

●

●

●

役場庁舎周辺造成工事費 ………………………………………
北谷町赤ちゃん応援金給付事業 …………………………
北谷町小規模事業者等緊急支援金給付事業 ……………
北谷町宿泊事業者支援給付金交付事業 …………………
学校給食費一部無償化事業 ………………………………
新型コロナ感染症の影響による事業中止に伴う人材育成事業 …
町立博物館外構設計業務委託 …………………………………

5,215万円
3,136万8千円
9,248万1千円
3,176万8千円
2,661万6千円
▲712万4千円
1,300万円

●

●

●

●

●

●

●

● 町立博物館外構設計業務委託費………………………… 1,300万円→0円に修正

主な歳出

令和３年度北谷町下水道事業会計補正予算（第１号）

修正した歳出

賛成〇 9名
反対×  ８名

修正に

賛成多数で
8億5,152万8千円の増

補正額
歳入歳出予算総額

7,195万4千円
40億3,947万円

327万3千円
4億741万2千円

…………………………
……… 　 

……………………
……　
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趣
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条
例
の
発
案
・
審
議
／
陳
情
／
抗
議
決
議
・
意
見
書

陳   情

抗議決議・意見書

意見書

条例の発案・審議

補

　
正

　
予

　
算

　1億1,541万4千円の増提案された補正予算額

提案された補正予算額　

　　8億3,852万8千円の増修正後の補正予算額

179億1,018万4千円179億1,018万4千円

187億4,871万2千円187億4,871万2千円

歳入歳出予算総額歳入歳出予算総額

歳入歳出予算総額歳入歳出予算総額
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材センターの決意と支援の要望

地元産品奨励及び地元企業優先使用につい
て（要請）

公営住宅の入居に保証人を不要とする条例
改正等を求める陳情書県産品の優先使用について（要請）
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新日本婦人の会沖縄県本部

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会
公益社団法人北谷町シルバー人材センター

沖縄県司法書士会

こどものちゅら未来を考える会　地域でワクワクする会

デジタル社会形成整備法施行に伴う 3条例の引用規定の改正 防災会議の効果的な運営等の推進を図る為、委員区分と人数等を改正
北谷町生活応援給付事業（収入の減少等、生活困窮世帯） ………
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（ひとり親世帯以外） …
放課後児童クラブ公的施設整備事業 ………………………………

3,469万8千円の増
3,870万3千円の新規計上
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1,650万円 5億1,424万円補正後の資本的支出額補正額

管路の更新計画策定のための基礎調査業務に係る事業費、上勢頭中継ポンプ場改築事業に
係る事業費がそれぞれ増となった。
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2,661万6千円
▲712万4千円
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臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表
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名
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阿
波
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田
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仲
栄
真
惠
美
子

亀
谷

　長
久

第５１７回　北谷町議会臨時会 (令和３年７月３０日 ｢金｣ )
令和３年度北谷町一般会計補正予算（第３号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

サンセットビーチ改良事業に係る公有水面埋立免許の意見
に関する議決について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

令和３年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

ちゃたんニライセンターホール棟外壁補修等工事請負契約に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

米軍人による道路交通法違反に事件及び米軍属による公務執
行妨害事件に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

米軍人による道路交通法違反に事件及び米軍属による公務執
行妨害事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

在沖米海兵隊所属ＣＨ５３Ｅ大型輸送ヘリコプターからのコン
テナ落下事故に対する抗議決議 原案可決 × ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

在沖米海兵隊所属ＣＨ５３Ｅ大型輸送ヘリコプターからのコン
テナ落下事故に対する意見書 原案可決 × ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ 欠 ○ 議

第５１８回　北谷町議会臨時会 (令和３年８月２３日 ｢月｣ )
米軍属による強制性交等未遂事件に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ 欠 ○ 病 ○ ○ 公 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 病 ○ 議

米軍属による強制性交等未遂事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ ○ 欠 ○ 病 ○ ○ 公 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 病 ○ 議

ＰＦＯＳ等を含む汚染水を公共下水道へ放出する計画に対す
る抗議決議 原案可決 ○ ○ × 欠 ○ 病 ○ ○ 公 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 病 ○ 議

ＰＦＯＳ等を含む汚染水を公共下水道へ放出する計画に対す
る意見書 原案可決 ○ ○ × 欠 ○ 病 ○ ○ 公 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 病 ○ 議

第５１９回　北谷町議会定例会　(令和３年９月７日 ｢火｣ ～９月２８日 ｢火｣ )
デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町防災会議条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す
る条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第４号）について（修正
案） 可決 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 副 病

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第４号）について（修正
部分を除く原案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町下水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町水道事業剰余金処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

浜川小学校放課後児童クラブ新築工事請負契約について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて 不認定 ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ 副 病

令和２年度北谷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

PICK up
P2-P3

10

臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

  ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行

議　　案

議
決
結
果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　
　名

大
浜

　ヤ
ス
子

新
垣 

千
秋

玉
城

　靖
規

喜
友
名

　盛
充

渡
久
地

　政
志

又
吉 

朋
和

友

利

　
勉

照
屋

　正
治

宮

里

　
廣

高
安

　克
成

宮

里

　
歩

玉
那
覇

　淑
子

與

儀

　
誠

仲
地

　泰
夫

喜
友
名

　朝
哲

阿
波
根

　弘

田
場

　健
儀

仲
栄
真
惠
美
子

亀
谷

　長
久

令和２年度北谷町下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

米軍普天間基地所属の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイ
からの部品落下事故に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 副 病

米軍普天間基地所属の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイ
からの部品落下事故に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 副 病

米軍属による強制性交等未遂事件に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 副 病

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 副 病

ＰＦＯＳ等を含む汚染水を公共下水道へ放出したことに対す
る抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

ＰＦＯＳ等を含む汚染水を公共下水道へ放出したことに対す
る意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

議会に対する適切な予算執行の説明責任及び報告
を求める決議 原案可決 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 副 病

インボイス制度(適格請求書等保存方式)の導入中止を求める
意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

｢運転代行業者への事業継続緊急支援措置｣について(陳情) 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

県産品の優先利用について（要請） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

インボイス制度(適格請求書等保存方式)の導入中止を求める
陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

コロナ禍のもとで子どもたちおよび女性の健康と学習権を守るため、学
校等公的施設のトイレに生理用品を配備し、その予算化を求める要請 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

超高齢社会にチャレンジするシルバー人材センターの決意と
支援の要望 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

公営住宅の入居に保証人を不要とする条例改正等を求める陳
情書 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

１２歳以上の新型コロナワクチン接種に関する陳情書 不採択 ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × × 副 病

継続審査 ｢重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律｣の即時廃止と臨時的対応を
求める意見書【総務財政常任委員会】

継続審査 国立病院の機能強化を求める意見書【文教厚生常任委員会】

継続審査 ｢現物給付｣ への国のペナルティ全廃及び１８歳までのこども医療費無料制度実現・改善を求める意見書【文教厚生常任委員会】

継続審査 キッズゾーンの設定と具体的な安全対策を求める請願書【経済工務常任委員会】

継続審査 第六次北谷町総合計画基本構想について【第六次北谷町総合計画基本構想審査特別委員会】

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、議場に不在は（－）、公務の欠席者は（公）、
傷病の欠席者は（病）、出産のための欠席者は（産）、育児は（育）、看護は（看）、介護は（介）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、
所用の欠席者は（欠）としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議）としています。 
議長に事故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数の場合に決定する権利(裁決権)があります。
特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

閉会中の継続審査及び継続調査・議員派遣の件	 	 	 	 	 	 	
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９月定例会で補正予算が議決されたので給付開始は
１２月を予定

「赤ちゃん応援金給付事業」の開始時期は

■

赤
ち
ゃ
ん
応
援
金
給
付

事
業
に
つ
い
て

問
導
入
に
至
っ
た
背
景
、町
長
の

思
い
を
伺
う

答
待
機
児
童
解
消
に
一
定
の
目
途

が
立
ち
新
た
な
対
策
と
し
て
出

生
児
に
対
す
る
祝
い
金
等
の
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。令
和

３
年
度
施
政
方
針
で「
将
来
に
渡

り
持
続
的
な
発
展
を
続
け
る
た
め

に
、こ
れ
ま
で
の
政
策
を
継
続
・
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
次
代
を
担
う
子
を
産
み
育
て

る
子
育
て
世
帯
に
向
け
、新
生
児

に
対
す
る
支
援
等
、新
た
な
子
育

て
支
援
の
制
度
設
計
に
向
け
準
備

を
進
め
る
」と
し
、町
民
の
新
た
な

誕
生
を
祝
い
出
生
児
の
健
や
か
な

成
長
に
寄
与
す
る
た
め
創
設
。

■

コ
ロ
ナ
禍
の
教
育・保
育

行
政
は

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
精
神
面

や
学
習
面
の
支
援
策
を
伺
う

答
担
任
か
ら
定
期
的
な
連
絡
、心

の
教
室
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談
な
ど
心
の
ケ

ア
に
努
め
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー

等
の
関
係
機
関
と
も
連
携
。学
習

面
で
は
家
庭
で
取
り
組
め
る
課
題

を
工
夫
し
補
習
を
行
う
な
ど
支

援
。

問
２
学
期
か
ら
幼
稚
園・小
中
学

校
に
配
布
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

内
容
は

答
対
象
者
は
学
校
職
員
を
想
定
。

学
校
長
判
断
で
保
護
者
の
同
意
の

も
と
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児
童

生
徒
も
検
査
可
能
。

問
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
出
た
場
合
の

休
園
措
置
対
応
は

答
２
週
間
の
臨
時
休
園
を
実
施
。

施
設
内
の
清
掃
や
濃
厚
接
触
者
の

特
定
を
行
い
、安
全
性
を
確
認
で

き
た
ク
ラ
ス
か
ら
順
次
受
け
入
れ

を
す
る
手
順
。

■

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道

路
通
報
ア
プ
リ
の
導
入

に
つ
い
て

問
道
路
通
報
ア
プ
リ
導
入
を
希
望

す
る
が
所
見
を
伺
う

答
道
路
だ
け
で
は
な
く
公
園
等

の
各
種
公
共
施
設
へ
の
活
用
も
期

待
。

■

公
共
工
事
を
問
う

問
一
括
下
請
負（
丸
投
げ
）は
建
設

業
法
第
22
条
の
明
確
な
違
法
行

為
。町
内
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
者
に
そ
の
実
態
が
あ
る
の
か

答
第
１
段
階
で
の
調
査
を
終
え
た

が
実
態
は
確
認
で
き
な
い
。

問
町
内
発
注
公
共
工
事
に
丸
投

げ
が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て

事
実
確
認
や
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
所
見
を
伺
う

答
６
月
議
会
で
建
設
業
者
の
違
法

行
為
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

事
実
で
あ
れ
ば
指
名
競
争
入
札
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
、こ
れ
ま
で

発
注
し
て
き
た
建

設
工
事
の
信
頼
性

を
大
き
く
損
な

う
も
の
で
あ
り
町

民
や
建
設
業
者
、

建
設
業
界
か
ら
の

不
信
感
を
招
く

重
大
な
事
態
。事

実
確
認
、実
態
調

査
の
必
要
性
は
当

然
あ
る
も
の
と
認

識
。

12

議員
たまなは ひでこ

玉那覇 淑子玉那覇 淑子

町民の出生を祝い、出生児の健やかな成長に寄与
するため、北谷町赤ちゃん応援金を給付します !

北谷町でも「道路通報アプリ」の導入を！
(沖縄市ホームページより )
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当埋立地の跡地利用計画や道路整備も踏まえ検討

無願埋立地跡付近の路上駐車の対策は

■

無
願
埋
立
地
跡
付
近
の

路
上
駐
車
対
策
は

問
計
画
と
進
捗
状
況
は

答
当
埋
立
地
跡
は
、国
土
交
通
省

所
管
行
政
財
産
で
県
の
管
理
地
。

長
年
に
わ
た
り
自
動
車
解
体
業
者

や
廃
品
回
収
業
者
等
に
よ
る
不
法

投
棄
及
び
不
法
占
有
が
あ
っ
た
状

況
か
ら
土
壌
調
査
が
必
要
。安
心

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
か
ら
、

県
に
早
期
の
土
壌
汚
染
調
査
と

汚
染
が
判
明
し
た
際
の
速
や
か
な

除
去
を
要
請
中
。県
が
土
壌
調
査

を
実
施
し
、結
果
を
も
と
に
環
境

部
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
詳
細
な

調
査
段
階
に
作
業
を
進
め
る
と
確

認
。国
に
早
期
に
手
続
き
を
進
め
、

町
土
地
利
用
計
画
を
尊
重
し
財
政

事
情
に
配
慮
し
処
分
す
る
よ
う
要

請
中
。県
に
よ
る
国
有
地
の
引
き

継
ぎ
と
国
に
よ
る
処
分
に
係
る
協

議
が
前
提
で
本
町
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
や
砂

辺
・
宮
城
地
区
の
住
環
境
や
景
観

に
配
慮
し
、自
然
海
岸
が
残
る
砂

辺
の
浜
や
馬
場
公
園
と
一
体
に
公

園
機
能
が
高
ま
る
よ
う
検
討
。

■

鉄
軌
道
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
問
う

問
沖
縄
鉄
軌
道
の
ル
ー
ト
が
本

町
を
経
由
す
る「
Ｃ
派
生
案
」に
内

定
。進
捗
状
況
と
効
果
や
ま
ち
づ

く
り
、道
路・交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
与
え
る
影
響
は

答
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
今
年
度

は
、鉄
軌
道
に
係
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
交

通
の
あ
り
方
の
検
討
や
子
ど
も
達

へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
予
定
と

の
こ
と
。本
町
と
し
て
は
交
通
結

節
点
の
機
能
向
上
に
向
け
た
取
組

が
非
常
に
重
要
。

問
鉄
軌
道
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
計
画
や
北
谷
駅
は
ど
こ
を
想
定

し
て
い
る
か

答
具
体
的
な
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て

い
な
い
た
め
、ど
こ
に
設
置
さ
れ
る

か
現
段
階
で
想
定
は
困
難
。キ
ャ
ン

プ
桑
江
南
側
地
区
の
駐
車
場
用
地

と
し
て
先
行
取
得
し
た
土
地
を
交

通
結
節
点
と
し
て
活
用
を
検
討
。

■

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の

確
保
に
つ
い
て

問
ビ
ー
チ
や
公
園
等
、子
ど
も
の

遊
び
場
を
確
保
出
来
な
い
か

答
県
の
要
請
を
受
け
、北
谷
公
園

内
の
野
球
場
を
は
じ

め
と
す
る
各
有
料
公

園
施
設
、サ
ン
セ
ッ
ト

ビ
ー
チ
、ア
ラ
ハ
ビ
ー

チ
を
閉
鎖
。町
独
自
の

対
策
と
し
て
、こ
れ
ま

で
の
施
設
利
用
状
況

か
ら
密
集
し
や
す
い

安
良
波
公
園
、砂
辺

馬
場
公
園
、上
勢
桑

江
公
園
の
大
型
遊
具

や
安
良
波
公
園
駐
車

場
等
を
閉
鎖
。し
か

し
桑
江
公
園
等
の
近

隣
公
園
や
そ
の
他
街

区
公
園
の
園
路
や
芝

広
場
等
は
開
放
。子

ど
も
を
は
じ
め
町
民

の
健
康
維
持
・
増
進
の

た
め
活
用
し
て
ほ
し

い
。
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臨時駐車場としての活用が望まれる無願埋立地跡

鉄軌道、北谷町駅の候補地として返還が望まれる、城横の米軍施設
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６５歳以上は５月１６日。６４歳以下は７月３１日から開始。
中部地区市町村の集団接種は早いところは６５歳以上
が５月８日。６４歳以下が６月１２日から開始

ワクチン集団接種開始日は

■

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
問
う

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は

答
表
１
を
参
照

問
町
内
の
自
宅
療
養
者
数
と
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
伴
う
救
急
搬
送
状
況

は

答
自
宅
療
養
者
数
は
、令
和
３
年

９
月
16
日
現
在
33
人
。新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
救
急
搬
送

は
、令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年

度
８
月
末
現
在
の
累
計
で
２
１
３

件
そ
の
う
ち
７
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

陽
性
。

問
町
内
で
コ
ロ
ナ
陽
性
者
を
療
養

す
る
宿
泊
施
設
は
あ
る
か

答
な
い
。県
が
設
置
し
た
宿
泊
療

養
施
設
は
７
施
設
。

問
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
想
定
し
た
町

民
生
活
、社
会
経
済
活
動
へ
の
対

応
を
検
討
す
る
必
要
に
つ
い
て
所

見
を
伺
う

答
国
及
び
沖
縄
県
が
発
信
す
る
経

済
・
雇
用
対
策
に
係
る
情
報
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、地
域
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
町
民
及
び
各
関

係
団
体
等
の
協
力
を
え
な
が
ら
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
。

■

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う

町
民
お
よ
び
事
業
者
へ

の
支
援
は

問
町
民
や
町
内
事
業
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
キ
ッ
ト
購
入
費
用
を
助
成
出

来
な
い
か

答
町
民
向
け
と
事
業
者
向
け
に
分

け
て
実
施
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

受
検
を
勧
奨
し
継
続
的
に
支
援
し

た
い
。

問
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
支
援
事

業
内
容
と
実
施
状
況
は

答
国
、県
及
び
町
に
よ
り
様
々
な

支
援
事
業
を
実
施
。令
和
３
年
度

は
、子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
や
本
町
独
自
の

支
援
と
し
て
、北
谷
町
生
活
応
援

給
付
金
給
付
事
業
、臨
時
休
校
に

お
け
る
昼
食
支
援
事
業
、生
活
支

援
・
生
理
用
品
支
援
事
業
等
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
給
付

や
住
居
確
保
給
付
金
、生
活
福
祉

資
金
の
特
例
貸
付
等
が
あ
る
。

■

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
新
た
に
実
施
の
新
生

児
特
別
給
付
金
給
付
事

業
の
内
容
は

答
令
和
３
年
４
月
１
日

以
降
に
出
生
の
児
童
を

対
象
に
一
人
10
万
円
を
給

付
。

問
学
校
給
食
費一部
無
償

化
事
業
の
内
容
は

答
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
学
校
給
食
費
を
年
額

２
万
２
千
円
公
費
負
担
し
約
半
額

程
度
の
負
担
軽
減
。

問
医
療
費
助
成
事
業
を
高
校
生

ま
で
拡
大
で
き
な
い
か

答
制
度
改
正
に
係
る
業
務
の
洗
い

出
し
及
び
必
要
予
算
額
の
算
定
等

を
進
め
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
と

児
童
生
徒
の
学
習
指
導
等
に
つ

い
て

ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）に基づく市町村ごとの６５歳以上のワクチン接種状況

95,950人
5,096人

中部地区市町村
北谷町

85.99%
89.23%

91,362人
4,747人

81.88%
80.32%

1回目 2回目

ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）に基づく市町村ごとの全年代のワクチン接種状況

259,883人
14,522人

中部地区市町村
北谷町

49.22%
50.34%

188,306人
11,590人

35.66%
40.17%

1回目 2回目

表1 ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）に基づく市町村ごとのワクチン接種状況（9月15日現在）
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町民限定！10月 31日まで PCR検査が無料です！
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小学校4校ともオープン教室の施設整備を行った

現在の各小学校の教室の形態は

■

教
育
行
政
学
校
教
育
を

問
う

問
①
現
在
の
各
小
学
校
の
形
態
、

②
オ
ー
プ
ン
教
室
を
実
施
し
て
か

ら
だ
い
ぶ
時
間
も
経
過
し
て
い
る

が
検
証
は
し
た
か
③
子
ど
も
達
の

教
育
環
境
に
公
平
、公
正
を
求
め

た
い
が
、後
付
け
で
可
動
式
の
壁

を
付
け
る
考
え
は
な
い
か

答
①
４
小
学
校
と
も
オ
ー
プ
ン
教

室
の
施
設
整
備
を
行
い
、北
谷
第

二
小
学
校
は
、可
動
式
の
間
仕
切

壁
を
設
置
。②
オ
ー
プ
ン
教
室
は
、

広
い
空
間
を
有
効
に
活
用
し
た
教

育
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
、学
年

ご
と
の
ま
と
ま
り
を
構
成
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、学
級
を
超
え

た
様
々
な
活
動
を
展
開
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
視
覚
や
音
環

境
が
課
題
と
認
識
。オ
ー
プ
ン
教

室
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
検
証
し

た
結
果
、可
動
式
の
間
仕
切
壁
が
、

オ
ー
プ
ン
教
室
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
つ
つ
、課
題
の
解
決
策
と
し
て

有
効
で
あ
る
と
考
え
、北
谷
第
二

小
学
校
の
改
築
整
備
の
際
に
可
動

式
間
仕
切
壁
を
採
用
し
て
整
備
し

た
。③
既
設
の
オ
ー
プ
ン
教
室
に

間
仕
切
壁
を
設
置
す
る
こ
と
は
各

種
法
令
の
確
認
を
行
う
必
要
が
あ

り
、ま
た
多
額
の
経
費
を
伴
う
も

の
に
な
る
の
で
、長
寿
命
化
計
画
な

ど
に
照
ら
し
な
が
ら
改
修
の
時
期

の
見
極
め
が
必
要
。

■

公
園
管
理
に
つ
い
て

問
特
に
夏
場
の
公
園
は
雑
草

が
生
い
茂
り
ハ
ブ
の
出
没
す

る
箇
所
も
あ
る
、定
期
的
に
整

備
で
き
て
い
る
の
か
。行
政
か

ら
の
整
備
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は

行
わ
れ
る
か

答
指
定
管
理
者
及
び
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

定
期
的
な
草
刈
り
を
行
っ
て
い

る
。毎
月
提
出
さ
れ
る
業
務
報

告
書
の
確
認
、年
１
回
の
北
谷

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
土
木

課
職
員
合
同
で
全
公
園
の
施

設
点
検
を
行
っ
て
お

り
、そ
れ
以
外
に
不
定

期
で
、土
木
課
職
員

に
よ
る
目
視
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

■

教
育
行
政
社
会

教
育
は

問
公
民
館
に
付
帯

す
る
屋
外
運
動
場
は

大
事
な
施
設
だ
と
思

う
。現
在
各
自
治
会

か
ら
の
整
備
要
請
は

あ
る
か

答
上
勢
区
自
治
会
、

北
前
区
自
治
会
か
ら
、改
修
の
要

望
が
あ
る
。

問
上
勢
屋
外
運
動
場
は
１５
年
ほ

ど
前
に
行
政
へ
要
請
し
て
も
な
か

な
か
整
備
実
施
が
さ
れ
ず
、有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
し
半
面
ほ

ど
整
備
し
た
。そ
の
後
も一向
に
整

備
が
さ
れ
ず
、グ
ラ
ウ
ン
ド
は
危

険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
、整
備
の

考
え
は
な
い
か

答
整
備
の
必
要
性
を
確
認
し
て
い

る
。大
規
模
な
改
修
が
想
定
さ
れ
、

現
在
、補
助
金
の
活
用
等
を
含
め

具
体
的
な
整
備
計
画
を
検
討
し
て

い
る
。
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フルオープン教室（北谷小学校） 可動式オープン教室（北谷第 2 小学校）

早急な改修が望まれる上勢区公民館グラウンド （令和3年１０月６日現在）
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町立小中学校５校で検査を７回行い、合計約２４０名の
児童生徒・職員の検査を実施

本町における学校 PCR 検査状況は

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

問
本
町
で
接
触
者
の
特
定
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
方
法
等
、ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
。そ
の
検
査
数
等
や

課
題
等
は

答
特
定
は
、主
に
学
校
側
が
保
健

所
の
指
示
判
断
を
仰
ぎ
行
っ
た
。

検
査
は
、事
前
準
備
と
し
て
保
護

者
へ
の
電
話
連
絡
、同
意
書
の
作

成
・
回
収
、検
体
容
器
の
受
け
取

り
、対
象
者
の
リ
ス
ト
作
成
・
容
器

へ
の
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
貼
付
等
。検
査

当
日
の
検
体
採
取
は
、ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
方
式
で
行
わ
れ
、検
体
の
接

触
者
ご
と
の
分
類
等
多
岐
に
わ
た

る
内
容
。９
月
６
日
時
点
の
実
施

状
況
は
、町
立
学
校
５
校
で
検
査

を
７
回
行
い
、合
計
約
２
４
０
名

の
児
童
生
徒
・
職
員
の
検
査
を
実

施
。課
題
は
、①
多
数
の
人
手
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、②
検
体
を
取
り

扱
う
た
め
職
員
自
ら
が
感
染
リ
ス

ク
を
伴
う
こ
と
、③
防
護
服
を
着

用
す
る
こ
と
か
ら
、気
温
の
高
い
時

間
帯
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
こ
れ
か
ら
運
動
会
や
陸
上
競
技

大
会
、修
学
旅
行
等
、学
校
行
事

が
あ
る
が
、感
染
対
策
を
含
め
た

実
施
の
見
解
は

答
運
動
会
や
修
学
旅
行
等
の
学
校

行
事
は
有
意
義
な
教
育
活
動
で
あ

る
と
認
識
。各
学
校
で
は
、感
染
症

対
策
の
確
実
な
実
施
や
保
護
者
な

ど
の
理
解
・
協
力
を
前
提
に
、実
施

に
向
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
必

要
。実
施
に
当
た
っ
て
は
、開
催
す

る
時
期
、場
所
や
時
間
、開
催
方
法

等
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
こ
と

が
必
要
。

　問
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
支
援
と
子
ど
も
を
か

か
え
た
保
護
者
が
陽
性
者
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
支
援
は

答
沖
縄
県
に
よ
る
日
々
の
健
康
状

態
確
認
や
相
談
支
援
の
ほ
か
、親

族
等
に
よ
る
食
料
品
等
の
調
達
が

難
し
い
場
合
に
は
沖
縄
県
が
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。本
町
で
は
、自

宅
療
養
者
で
親
族
に
よ
る
買
い
物

支
援
等
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
対
し
、日
用
品
等
を
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
。

■

児
童
虐
待
を
問
う

問
本
町
で
の
対
応
件
数
と
虐

待
の
内
容
を
伺
う

答
児
童
虐
待
の
件
数
は
、平
成
30

年
度
24
件
、令
和
元
年
度
45
件
、令

和
２
年
度
57
件
。虐
待
の
内
容
に

は
、令
和
２
年
度
は
身
体
的
虐
待

34
件
、性
的
虐
待
１
件
、ネ
グ
レ
ク

ト
０
件
、心
理
的
虐
待
22
件
。心
理

的
虐
待
は
、面
前
Ｄ
Ｖ
が
９
割
を

占
め
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

●
防
災
に
つ
い
て

●
米
軍
普
天
間
基
地
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等

を
含
む
汚
染
水
の
放
出
に
つ
い

て

学校行事も大切な学びの機会です。安心安全に実施
できるよう工夫を

北谷町でも日用品等を支援するサービスを準備中です
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議員
しんがき ちあき

 新垣　千秋 新垣　千秋Ａ
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 ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行

夏休み短縮で時数確保し学習遅れはないが、生活リズムの
乱れを懸念。保護者の心理的・経済的負担増

今年の６月の一斉休校の影響は

■

新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

学
校
休
校
と
自
粛
に
よ

る
影
響
は

問
突
然
の
休
校・保
育
の
自
粛
要

請
で
保
護
者
へ
の
説
明
、周
知
は

答
周
知
期
間
を
１
日
と
り
、保
護

者
・
子
ど
も
た
ち
へ
休
業
中
の
過
ご

し
方
等
の
指
導
を
行
い
、翌
日
か
ら

一
斉
臨
時
休
業
開
始
。各
幼
稚
園
、

小
中
学
校
か
ら
の
文
書
や
学
校
配

信
メ
ー
ル
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
な

ら
ず
防
災
無
線
、町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
周
知
徹
底
。

問
子
ど
も
の
学
び・遊
び・意
見
を

言
え
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に
守
る

か答
第
２
波
以
降
に
警
戒
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
予
約
制
の
導
入
し
閉
館

中
も
製
作
キ
ッ
ト
の
配
布
や
電
話

で
の
お
話
し
の
機
会
の
確
保
な
ど

児
童
の
遊
び
と
意
見
を
言
え
る
機

会
確
保
に
努
め
て
い
る
。今
後
、運

動
・
製
作
・
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
活
動
等
の

『
遊
び
の
情
報
』を
動
画
配
信
、他

団
体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
、子
ど

も
達
の
成
長
に
必
要
な
遊
び
を
保

障
し
、ス
ト
レ
ス
軽
減
や
児
童
館

と
家
庭
と
の
繋
が
り
で
心
の
安
定

を
図
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
で
対
面

や
人
流
を
抑
え
、喜
び
や
意
見
表

出
の
機
会
確
保
を
図
る
。県
実
施
の

『
ラ
イ
ン
で
お
話
し
お
き
な
わ
子

ど
も
ク
ク
ル
ー
ム
』の
周
知
に
取
組

中
。

問
経
済
的・精
神
的
負
担
に
対
す

る
支
援
策
は

答
国
は
、登
園
自
粛
要
請
期
間
中

の
登
園
自
粛
に
は
、日
数
に
応
じ

保
育
料
減
免
を
行
う
と
し
、副
食

費
に
つ
い
て
は
仕
入
れ
等
が
各
施

設
に
よ
り
異
な
る
た
め
各
施
設
の

判
断
に
よ
る
と
し
、本
町
も
国
と

同
様
の
取
扱
い
。自
粛
要
請
で
家

庭
保
育
が
長
期
化
し
た
保
護
者
・

園
児
に
保
育
所
か
ら
連
絡
し
家

庭
状
況
の
確
認
を
行
う
施
設
も
あ

る
。登
園
自
粛
延
長
時
に
は
保
護

者
へ
連
絡
、聞
き
取
り
を
し
、家
庭

保
育
が
厳
し
い
場
合
は
保
育
施
設

利
用
も
可
能
と
し
、家
庭
保
育
で

の
負
担
へ
の
配
慮
を
行
う
。

問
問
題
の
早
期
発
見・予
防
を
目

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
考

え
は

答
令
和
３
年
２
月
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
。

■

子
ど
も
の
権
利
条
例
制

定
に
つ
い
て

問『
子
ど
も
の
権
利
条
例
』制
定

は答
関
連
す
る
国
内
法
等
の
研
究

や
他
自
治
体
の
制
定
状
況
の

把
握
、県
条
例
の
効
果
等
の

研
究
も
必
要
で
引
続
き
調
査

研
究
。第
６
次
総
合
計
画
で

は
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の

権
利
の
尊
重
と
最
善
の
利
益

を
目
指
し
各
施
策
に
取
り
組

む
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

●
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
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議員
みやざと あゆみ

　宮里　歩　宮里　歩

コロナ禍の中でも子ども達と保護者
への支援を

北谷町でも「子どもの権利条約」の制定を望む
（日本ユニセフホームページより）



Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

 

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck
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民間のデジタルサイネージ利用も視野に入れ、他市町
村の先行事例や民間企業から情報収集に努め、導入
調査研究

「デジタルサイネージ」を整備し活用してはどうか

■

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

問「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」を
活

用
す
る
こ
と
で
、防
災
情
報
の
提

供
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、各

種
行
政
情
報
の
提
供
に
活
用
出
来

る
と
思
う
が
、町
の
考
え
は

答
町
民
に
対
す
る
行
政
情
報
の

共
有
は
、町
民
参
画
の
重
要
要
件

で
あ
り
、多
様
な
媒
体
を
活
用
し

て
発
信
す
る
事
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
認
識
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
の
電
子

掲
示
板
を
活
用
し
た
行
政
情
報
の

発
信
は
、視
覚
的
に
様
々
な
情
報

が
発
信
で
き
る
広
告
媒
体
と
し
て

そ
の
有
効
性
を
認
識

し
て
い
る
。県
内
各

地
で
大
型
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
等
が
数

多
く
見
ら
れ
、地
域

活
動
や
商
業
活
動

の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。本
町
で
は
、県

の
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
伴
い
、民

間
事
業
者
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
た
町
内

２
か
所
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用

し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
」に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
た
。

■

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
内
の

施
設（
設
備
）破
損
と
安

全
対
策
は

問
破
損
等
の
状
況
把
握
は

答
本
町
及
び
施
設
管
理
を
受
託
し

て
い
る
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
と

と
も
に
把
握
。ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
破

損
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ
自
転
車
の
曲
芸
的
な

使
用
が
原
因
で
あ
る
。

問
散
歩
等
を
楽
し
む
人
々
と
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
遊
戯
者
と
の
接
触

事
故
等
が
予
想
さ
れ
る
が
規
制
や

対
策
は

答
施
設
破
損
及
び
他
の
利
用
者
に

迷
惑
を
与
え
か
ね
な
い
行
為
は
、

北
谷
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
条
例
第
18

条
に
規
定
す
る
禁
止
行
為
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
規
制
。注
意
看

板
設
置
や
、日
中
は
町
が
任
用
し

て
い
る
快
適
な
環
境
づ
く
り
指
導

員
、夜
間
は
管
理
受
託
者
で
あ
る

北
谷
漁
業
協
同
組
合
委
託
の
警
備

員
に
よ
る
定
期
巡
回
と
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
。

問
観
光
客
や
外
国
人
に
よ
る「
夜

間
遊
泳
」が
見
ら
れ
る
。事
故
の

可
能
性
と
現
状
の
把
握
は

答
夜
間
遊
泳
も
同
様
の
対
策
を

行
っ
て
お
り
、今
後
も
再
発
防
止

に
向
け
た
巡
回
指
導
の
徹
底
を
図

る
。

フィッシャリーナ内ボードウォークの破損状態

18

議員
よぎ まこと

　與儀　誠　與儀　誠

デジタルサイネージで情報発信（読谷村）
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 ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行

多額の建設・維持管理コストが発生し、事業性が見
込めないことから当該大型インフラの整備は厳しい

宮城区港の西防波堤からヒルトンホテル側に橋を
架ける事について再度検討できないか

■

町
内
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
作
れ
な
い
か

問
砂
辺
１‒

８
番
地
前
の
宮
城
０

番
地
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
の

設
置
と
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、サ
ー

フ
ィ
ン
を
す
る
方
々
の
駐
車
場
と

し
て
利
用
で
き
な
い
か

答
砂
辺
馬
場
公
園
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
施
設
は
供
用
開
始
後
17
年

が
経
過
、老
朽
化
し
、施
設
利
用
者

か
ら
は
施
設
の
更
新
や
拡
充
の
声

も
あ
る
。対
象
土
地
は
、過
去
に
無

願
埋
立
の
あ
っ
た
現
在
、国
土
交

通
省
所
管
行
政
財
産（
一
般
公
共

海
岸
）で
、沖
縄
県
が
管

理
す
る
砂
辺
１‒

８
番
地

と
砂
辺
１‒

９
番
地
。当

該
国
有
財
産
の
活
用
は
、

県
に
よ
る
国
有
地
の
引
継

ぎ
と
国
に
よ
る
処
分
に
係

る
協
議
が
前
提
と
な
る

が
、本
町
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
や
砂
辺
・
宮
城
地
区
の

住
環
境
や
景
観
に
配
慮

し
、本
町
唯
一
の
自
然
海

岸
が
残
る
砂
辺
の
浜
や
馬

場
公
園
と
一
体
と
し
て
公

園
機
能
が
高
ま
る
よ
う

検
討
。ま
た
、不
足
し
て

い
る
駐
車
場
や
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
等
の
ト
イ
レ
、シ
ャ

ワ
ー
室
、休
憩
棟
な
ど
現

状
を
踏
ま
え
た
利
便
施

設
等
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
。

■

公
園
整
備
に
つ
い
て

問
宮
城
３
班
児
童
公
園
の
ゲ
ー
ト

の
腐
食
が
進
み
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
。ま
た
、草
が
生
い
茂
り
利
用

で
き
な
い
状
況
が
あ
る
が
年
に
何

回
の
草
刈
を
行
っ
て
い
る
か

答
穴
が
開
い
て
い
る
箇
所
等
は
確

認
さ
れ
ず
、現
時
点
で
倒
壊
す
る

恐
れ
は
少
な
い
と
認
識
。防
錆
、塗

装
等
の
必
要
性
な
ど
を
専
門
業
者

に
確
認
し
適
切
に
対
処
し
、今
後

も
定
期
的
な
現
場
確
認
と
安
全
管

理
に
努
め
る
。当
公
園
は
、現
在
年

５
回
、草
刈
を
実
施
。子
ど
も
の
遊

び
場
の
草
刈
り
は
、毎
年
度
そ
の

状
況
を
み
て
草
刈
り
の
回
数
を
柔

軟
に
変
更
し
て
い
る

の
で
、今
後
も
引
き

続
き
、利
用
者
や
近

隣
住
民
に
支
障
が
な

い
よ
う
適
切
に
対
処

す
る
。

問
児
童
公
園
の
真
ん

中
の
砂
場
に
は
犬
・

猫
の
糞
等
が
た
く
さ

ん
で
異
臭
も
し
て
い

て
子
ど
も
た
ち
が
遊

べ
る
状
況
に
な
い
。

早
急
に
砂
場
の
改

修
・
撤
去
で
き
な
い

か答
こ
れ
ま
で
も
児
童

公
園
内
の
犬
や
猫
の

糞
等
に
よ
る
苦
情
が

あ
り
、糞
等
を
持
ち

帰
る
よ
う
注
意
喚
起

の
看
板
等
を
設
置
。砂
場
は
、衛
生

管
理
上
撤
去
す
る
方
向
で
進
め
た

い
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
西
海
岸
改
良
事
業
に
つ
い
て
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議員
きゆな ちょうけい

喜友名 朝哲喜友名 朝哲

大会ができる様なスケートボードパークの整備を！

より多くの子どもの遊び場を！
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海水浴や屋外スポーツ、公園等の利用などの詳細に
ついては把握していない

海水浴や屋外スポーツ、公園等利用での感染は

■

コ
ロ
ナ
対
策
は

問
本
町
の
現
状
は

答
表
１
を
参
照

問
ア
プ
リ
に
毎
日
検
温
記
録
し
、

町
民
・
人
数
等
を
限
定
し
コ
ロ
ナ

対
策
を
施
し
な
が
ら
の
施
設
利
用

検
討
と
県
へ
の
要
請・実
践
は

答
県
の
自
粛
要
請
を
受
け
利
用
制

限
。本
町
は
公
園
全
体
閉
鎖
で
は

な
く
、園
路
、遊
歩
道
な
ど
一
部
開

放
。ア
プ
リ
の
条
件
設
定
や
課
題

等
あ
る
が
提
案
の
全
県
的
な
利
用

検
討
を
県
に
報
告
す
る
。

問
既
に
入
手
済
み
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

コ
ロ
ナ
の
現
状
と
子
ど
も
た
ち
の

可
用
性
か
ら
早
期
提
供
を

答
９
月
３
日
か
ら
一
部
学
校
で
持

ち
帰
り
実
施
。家
庭
で
の
通
信
接

続
状
況
の
確
認
や
、家
庭
学
習
で

の
活
用
開
始
。今
後
は
、持
ち
帰
り

実
施
し
た
学
年
の
課
題
検
証
し
、

各
学
校
の
状
況
や
感
染
状
況
等
を

踏
ま
え
、家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活

用
実
現
に
取
り
組
む
。

■

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問

う
問
保
守
系
議
員
が
後
継
と
な
り

町
民
の
困
惑
の
声
が
届
く
が
経
緯

は
。ま
た
、町
長
は
後
継
を
作
ら

な
い
、選
考
委
員
会
に
皆
さ
ん
も

参
加
を
と
の
一
方
で
話
は
な
か
っ

た
。公
式
な
場
で
の
発
言
責
任
は

答
職
務
上
の
必
要
限
度
を
超
え
発

言
は
控
え
る
。説
明
は
別
途
や
る
。

後
継
は
私
が
指
名
し
た
訳
で
は
な

く
選
考
委
員
会
開
催
で
選
ば
れ
た

人
を
後
継
と
し
て
認
め
一
緒
に
行

動
。

問
町
長
の
後
継
候
補
は
別
に
お
り

出
馬
決
断
し
た
が
後
に
断
念
さ
せ

ら
れ
た
。町
長
の
関
わ
り
は

答
最
初
の
方
は
下
ろ
し
た
の
で
は

な
く
辞
退
。私
の
後
援
会
も
含
め

た
選
考
委
員
会
で
決
定
。

問
退
任
前
の
多
大
な
予
算
投
入
。

コ
ロ
ナ
禍
は
給
食
費
全
額
無
料
で

良
い
。各
事
業
の
意
義
、有
効
性
、

根
拠
は

答
答
弁
せ
ず
。

■

重
要
土
地
等
調
査
規
制

法
に
つ
い
て

問
同
法
適
用
後
、情
報
提
供
を
求

め
ら
れ
た
際
の
手
順
や
内
容
、本

町
は
拒
否
す
る
か

答
現
在
手
順
等
は
不
明
で
詳
細
内

容
の
提
示
後
に
判
断
。要
件
が
曖

昧
で
、土
地
・
建
物
取
引
や
利
用
へ

の
影
響
、経
済
活
動
や
雇
用
等
へ

多
大
な
影
響
を
危
惧
。同
法
及
び

政
令
等
の
動
向
を
注
視
し
情
報
収

集
に
努
め
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
実
証
実
験
中
の
有
料
駐
車
場
に

つ
い
て

●
防
災
拠
点
の
新
設
道
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

●
町
立
博
物
館
に
つ
い
て

●
汚
染
土
の
土
地
購
入
に
つ
い
て

●
ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
に
つ
い
て

●
保
育
園・学
童
に
つ
い
て

昨年度計

本年度計

４月

８月

９月

人

人

人

人

人

171

1,006

51

376

104９月23日現在

９月23日現在

表1　 陽性者数
コロナに負けるな！

キャンプ瑞慶覧、キャンプ桑江、周囲1㎞圏地理院地図（沖縄
平和運動センターより）

北中城村役場

北谷町役場

北谷

石平

伊佐

ライカムキャンプ桑江

普天間飛行場

キャンプ瑞慶覧

国体道路入口

地理院地図（電子国土web（国土地理院））を加工して作成

宜野湾市役所

嘉手納基地
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９月１５日現在、１回目接種が１万４,５２２人で５０．３４％、
２回目接種が１万１,５９０人で４０.１７％

本町のワクチン接種率の実態は

■

町
政
に
つ
い
て

問
４
期
約
１６
年
の
実
績
と

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
は

答
世
界
水
準
の
都
市
型

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・
リ

ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、歩
行
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
、サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
改
良
事
業
の

推
進
、自
動
走
行
実
証
実
験

等
、観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

も
実
施
し
た
。課
題
は
、町

立
博
物
館
建
設
事
業
の
進

捗
や
、著
し
く
進
展
す
る
国

際
化
や
情
報
化
社
会
及
び

高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
の
対

応
策
は
道
半
ば
で
あ
り
、乗

り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多
い

も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
。

■

コ
ロ
ナ
対
策
感
染

症
対
策
は

❶
教
職
員
及
び
小・中・高
校
生
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
は

答
町
内
の
幼
稚
園
、小
中
学
校
教

職
員
は
、１
７
４
人
へ
の
接
種
を
実

施
。小
・
中
・
高
校
生
へ
の
対
応
は
、

12
歳
か
ら
15
歳
の
対
象
者
へ
の
接

種
券
の
送
付
時
に
、対
象
者
及
び

保
護
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
事

項
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
説

明
書
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
す
る
内
容
を
お
知
ら

せ
し
、ま
た
、接
種
当
日
に
予
診
票

へ
の
保
護
者
の
署
名
と
同
伴
で
母

子
手
帳
を
持
参
の
上
、接
種
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
。

❷
中
部
保
健
所
管
内
の
感
染
状

況
は
、新
規
で
も
累
計
で
も
増
え

て
い
る
状
況
に
あ
る
が
本
町
の
感

染
状
況
を
問
う

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
陽
性
者
数
は
、令

和
３
年
９
月
23
日
現
在
で

１
千
６
人
。

■

教
育
行
政
を
問
う

問
地
毛
証
明
の
廃
止
に
つ
い

て答
現
在
、外
国
籍
児
童
生
徒

も
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら

「
地
毛
証
明
」の
提
出
を
求

め
る
等
の
学
校
対
応
は
行
わ

れ
て
な
い
。

問
こ
れ
ま
で
の
薬
物
乱
用

防
止
へ
の
取
組
は

答
今
年
５
月
に
県
よ
り
発

出
さ
れ
た
薬
物
乱
用
防
止

「
緊
急
共
同
ア
ピ
ー
ル
」で

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に「
誘
わ
れ
て

も
、は
っ
き
り
断
り
、そ
の
場
か
ら

離
れ
る
」指
導
等
を
強
化
す
る
よ

う
各
学
校
へ
周
知
。

■

高
齢
者
福
祉
を
伺
う

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
事
業
中
断
と

な
っ
て
い
る
介
護
予
防
普
及
啓
発

事
業
は

答
新
規
介
護
保
険
申
請
件
数
を
見

み
る
と
、コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
８

月
末
時
点
と
令
和
３
年
８
月
末
時

点
を
比
較
し
た
場
合
、大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
な
い
、今
後
も
そ
の

推
移
を
注
視
し
つ
つ
、広
報
ち
ゃ
た

ん
等
の
媒
体
を
と
お
し
て
自
主
体

操
の
促
し
な
ど
を
実
施
。
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4 期 16年野国町政とともに発展してきた北谷町
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感染者は１,０４８人。その濃厚接触者となる家族等につ
いては町も相談に応じている

本町のコロナ患者の実態把握と療養施設や相談
窓口支援は受けられるか

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
町
民
の
命
を
守
る

対
策
に
つ
い
て

問
職
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状

況
は

答
本
町
で
は
、接
種
会
場
と
な
る

場
所
の
提
供
及
び
本
事
業
に
必
要

と
な
る
国
庫
補
助
金
以
外
の
負
担

に
つ
い
て
支
援
を
す
る
予
定
。

問
若
い
人
た
ち
の
接
種
率
を
上
げ

る
工
夫
を
問
う

答
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
集
団

接
種
に
日
時
が
合
わ
な
い
方
は
、

沖
縄
県
の
実
施
す
る
広
域
接
種
へ

の
案
内
や
、町
内
の
個
別
接
種
を

実
施
、医
療
機
関
と
連
携
し
、若
い

世
代
へ
の
接
種
の
促
進
を
図
る
。

問
低
所
得
の
多
子
世
帯
の
保
育
料

に
係
る
負
担
軽
減
措
置
を
伺
う

答
本
町
で
も
第
２
子
を
半
額
と
し

て
い
る
世
帯
は
２
５
２
世
帯
、第

３
子
以
降
で
無
償
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
世
帯
は
１
０
０
世
帯
。

■

北
谷
の
自
然
を
守
る
取

組
は

問
浜
川
漁
港
等
の
赤
土
汚
染
の

原
因
は

答
本
町
海
域
の
赤
土
に
よ
る
影

響
は
大
雨
時
に
度
々
確
認
。流
出

す
る
赤
土
の
ほ
と
ん
ど
は
上
流
側

か
ら
流
れ
る
排
水
路
を
通
じ
て
お

り
、そ
こ
に
は
米
軍
基
地
や
市
街

地
が
隣
接
し
、工
事
の
有
無
を
問

わ
ず
、大
雨
に
よ
り
土
壌
に
浸
透

さ
れ
な
か
っ
た
表
面
水
が
地
表
面

の
土
砂
を
運
び
海
へ
流
出
し
て
い

る
と
考
え
る
。

問
漁
師
、事
業
者
、観
光
客
、ビ
ー

チ
等
へ
の
影
響
を
伺
う

答
平
成
15
年
度
に
嘉
手
納
基
地

の
沈
殿
池
が
決
壊

し
て
、
大
量
の
泥

水
が
浜
川
漁
港
付

近
の
海
域
に
流
れ

込
み
、
漁
港
内
で

試
験
養
殖
を
行
っ

て
い
た
貝
類
が
そ

の
影
響
を
受
け
て

死
滅
し
た
、そ
れ

以
降
は
特
に
大
き

な
被
害
は
無
か
っ

た
。こ
れ
ら
赤
土

の
影
響
に
よ
り
、

水
産
生
物
の
生
育

環
境
が
悪
化
し
漁

業
従
事
者
の
水
揚

量
へ
の
影
響
か
ら
、

観
光
客
や
観
光
関

連
事
業
者
ら
の
イ

メ
ー
ジ
悪
化
に
つ

な
が
ら
な
い
か
懸

念
し
て
い
る
。今
後

も
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
・
協
議
の
う
え
改
善

に
努
め
る
。

■

博
物
館
建
設
事
業
を
問

う
問
予
算
獲
得
の
た
め
防
衛
省
に
は

い
つ
行
か
れ
た
か

答
８
月
中
に
防
衛
省
へ
行
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
た
が
、全
国
的
な
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、県
を
ま
た
ぐ
移
動
を
見
合

わ
せ
た
。

問
今
後
の
予
算
確
保
に
向
け
た
取

組
は

答
防
衛
省
関
連
の
補
助
金
活
用

は
、現
時
点
で
は
、令
和
４
年
度
予

算
と
し
て
の
計
上
は
難
し
い
と
回

答
を
頂
い
て
お
り
、他
の
財
源
活
用

に
つ
い
て
も
幅
広
く
調
査
し
、検
討

を
進
め
る
。

P

22

議員
なかち やすお

 仲地　泰夫 仲地　泰夫

浜川漁港等の赤土汚染の早急な対策を

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

 

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

 ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行ちゃたん町議会だより No.105 2021（令和3）年11月発行

沖縄警察署と協議しながら引き続き取り組む

今後の沖縄県公安委員会による信号機設置は

■

東
洋
飯
店
前
の
交
差
点

へ
の
信
号
機
設
置
は

問
事
故
状
態
別
に
つ
い
て

答
令
和
２
年
が
人
身
事
故
５
件
、

物
損
事
故
９
件
の
合
計
14
件
、令

和
３
年
が
７
月
末
現
在
で
人
身
事

故
１
件
、物
損
事
故
10
件
の
合
計

11
件
。

問
こ
れ
ま
で
の
要
望
の
進
捗
状
況

を
伺
う

答
何
度
か
進
捗
状
況
の
確

認
は
行
っ
て
い
た
も
の
の
、

進
展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
本
年
６
月
に
改
め
て

信
号
機
の
早
期
設
置
に
つ

い
て
要
請
を
行
っ
た
。

■

教
育
行
政
を
問
う

問
制
服
及
び
ジ
ャ
ー
ジ
体

操
着
の
名
前
廃
止
の
見
直

し
に
つ
い
て
本
町
の
見
解

を
問
う

答
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と

に
よ
り
、怪
し
い
と
は
思
っ

て
も
す
ぐ
に
は
立
ち
去
り

に
く
い
こ
と
が
要
因
と
思

わ
れ
、ま
た
、目
立
つ
場
所

に
記
名
す
る
の
は
リ
ス
ク

が
高
い
と
の
防
犯
の
専
門

家
の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か

ら
不
審
者
対
策
と
し
て
、

今
後
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

問
公
立
小
中
学
校
施
設
の
洋
式

ト
イ
レ
化
の
状
況
は

答
各
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

の
状
況
は
、小
学
校
に
は
２
５
１

基
の
便
器
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
９
８
基
が
洋
式
ト
イ
レ
で
、洋

式
化
率
が
約
78
・
９
％
。中
学
校

に
は
89
基
の
便
器
が
あ
り
、そ
の

う
ち
81
基
が
洋
式
ト
イ
レ
で
、洋

式
化
率
が
約
91
％
。北
谷
小
学
校

及
び
北
玉
小
学
校
の
和
式
便
器
を

今
年
度
、す
べ
て
洋
式
化
に
す
る

工
事
を
実
施
。こ
の
工
事
の
完
了

に
よ
り
、小
学
校
の
洋
式
化
率
は

１
０
０
％
。

■

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
消
費
を

喚
起
し
、町
民
に
元
気
を
出
し
て

も
ら
い
町
内
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
５
千

円
分
無
償
配
布
で
き
な
い
か

答
10
月
１
日
か
ら
商
品
券
が
販
売

利
用
で
き
る
よ
う
商
工
会
と
連
携

し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。５
０
０

円
の
10
枚
綴
り
で
１
冊
と
し
て

お
り
、１
冊
当
り
５
千
円
の
商
品

サ
ー
ビ
ス
が
購
入
で
き
る
。こ
れ
を

３
千
円
で
購
入
し
、２
千
円
の
お

得
。ま
た
、商
品
券
は
４
万
冊
の
発

行
を
予
定
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
琉
球
朝
日
放
送（
Ｑ
Ａ
Ｂ
）の

「
デ
ー
タ
放
送
」の
活
用
に
つ

い
て
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信号機の早急な設置が望まれる東洋飯店の十字路

商品券で事業者支援、町民を元気に！
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私
は
こ
の
町
で
３
人
の
子
ど
も

を
育
て
る
普
通
の
主
婦
で
す
。

私
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ

っ
て
突
然『
死
』が
現
実
味
を
帯
び

た
時
、自
分
の
言
動
や
行
動
の
１
つ

１
つ
が
我
が
子
た
ち
に
想
像
以
上

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、や
り
残

し
た
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

山
ほ
ど
あ
る
や
り
残
し
た
こ
と

の
内
の
１
つ
が
、政
治
と
正
面
か
ら

向
き
合
う
こ
と
で
す
。政
治
の
在
り

方
次
第
で
、我
が
子
を
含
む
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
決
ま
る
と

思
い
、こ
れ
ま
で
政
治
を
政
治
家
任

せ
に
し
て
き
た
自
分
を
捨
て
、議
会

を
傍
聴
し
た
り
、陳
情
を
提
出
し

た
り
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の
署
名
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
政
治
と
正
面

か
ら
向
き
合
っ
た
こ
と
で
、ど
ん
な

に
小
さ
な
言
動
や
行
動
で
さ
え
も
、

こ
の
社
会
に
影
響
を
与
え
る
の
だ

と
実
感
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、来
る
11
月
21
日
は
町
長

選
挙
の
投
開
票
日
で
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り

情
報
が
簡
単
に
手
に
入
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、自
分
の
頭
で
吟
味
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

可
能
な
限
り
足
を
使
い
実
際
に
候

補
者
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

北
谷
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
過

去
の
議
会
の
録
画
中
継
や
会
議

録
、議
会
だ
よ
り
等
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。私
は
各
候
補
者
に
つ

い
て
、公
約
だ
け
で
は
な
く
、人
柄

や
、こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
真
面
目
に

仕
事
を
し
て
き
た
の
か
を
確
認
し

て
投
票
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
親
戚
／
友
人
／
知
人
だ
か
ら
』

と
い
う
よ
う
な
、政
治
と
正
面
か
ら

向
き
合
わ
な
い
理
由
で
投
票
す
る

時
代
は
、も
う
終
わ
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

  

編
集
後
記

第
六
次
北
谷
町
総
合
計
画
基
本
構
想
を

九
月
議
会
で
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
声
が
活
き
て
い
る
基
本
構
想
が
出

来
上
が
っ
て
お
り
、北
谷
ら
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
北
谷
の
将
来
像
や
、町
民
と
協
働
で
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。全
議
員
が
所
属
す
る
第
六
次
北
谷
町
総

合
計
画
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
に
お

い
て
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
町
民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
も
行
政
も
町
民
を
第
一
に
想
い
・
考

え
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
基
本
だ

と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
も
あ
り
ま
す
が
、

議
会
傍
聴
に
も
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
甚
で
す
。議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員

　新垣
千
秋

自
分
も
社
会
も
進
化
で
き
る

絶
好
の
機
会

仲宗根 由美
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〒
904-0192　

沖
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県
中
頭
郡
北
谷
町
字
桑
江
226番

地
TEL（

098）936-3382　
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ド
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ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

読者からの声

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
インターネット生配信もしています
詳しくは
「手話通訳」「補聴装置」ご利用になれます
・手話通訳は、傍聴予定日の7日前までに議会事務局へ
　お申込みください
・補聴装置は、傍聴受付の際にお申出ください。
　議会は役場の 4階です

検索北谷町議会

令和3年12月16日（木）から開催予定

議会をスマホから
各ページそれぞれの
QRコードを読み取ると
すぐに一般質問の
動画も見られます。
ぜひご覧ください。


